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1. はじめに 

ドレスト光子のエネルギー移動の特性理解および制御について、これまで量子密度行列を用い

た数値シミュレーションによる検討を進めてきた。本シミュレーションは、ドレスト光子を(格子

振動まで含めた)物質系と光子場が混成した離散ノードの束縛状態と見なすことで、局在性や弾性

的なエネルギー移動といったドレスト光子の特徴を定性的によく説明している。前回の応用物理

学会では、空間的に自由に配置した複数ノードにおけるドレスト光子の集団励起状態を調べ、複

数ノードの凝集にともない特定の高励起状態が選択的に励起されることを確認した一方で、系外

へのエネルギー取出しに高励起状態を援用できるかといった問いには解を得ていない[1]。 

上述内容を受け、本研究では物質系内のドレスト光子の状態を制御し、効率的に外部へエネル

ギーを取り出す(散逸させる)機構を導き出すことを目的とし、そのためにエネルギー散逸機構と

してエネルギー移動に選択制をもたせる意味でノード対を配置し、ノード対のエネルギー離調が

もたらす効果について数値解析を行った。なお、エネルギー離調に注目した背景には、少数ノー

ドの空間対称性を起源とするドレスト光子の機能動作の先行知見がある[2]。 

2. 数値シミュレーション例 

Fig. 1に、本稿に例示する数値シミュレーションモデルを示す。4個の対称配置されたノード

(二準位系)と、その中央に配置したノード対(出力)による構成を考え、ノード対のエネルギーを

正負に調整し、数値シミュレーションを実施した。Fig. 2(a)および(b)は、各ノードにおけるドレ

スト光子占有の有無を基底状態とした占有確率であり、それぞれ離調量 0と 1(隣接ノード間結合

強さに対する相対値)の場合を示している。図中の数値列(「；」はノード対とその他ノードの分

離記号)は基底状態の一部を示し、適切な正離調が出力ノード対へのエネルギー流入を抑制する

様子を確認できる。 

発表では、ドレスト光子の高励起状態を絡めたエネルギー散逸経路や散逸効率への影響につい

ての議論を行う予定である。 
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 Fig. 1: 数値シミュレーションモデル  Fig. 2: 基底状態の占有確率; (a)離調ゼロ, (b)正離調 
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